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１． 目的 

 本研究の目的は、ダンスを専門とする大学生ダン

サーの大会出場に向けた創作活動からみられる心的

外傷後成長；PTG（危機的な出来事や困難な経験との

葛藤やもがきの結果生じるポジティブな心理的変化

の体験）の特徴を、他競技の大学生アスリートの PTG

との比較から明らかにすることである。 

 

２． 研究方法 

１） 対象者：T 大学体育会運動部の部員または

OB・OG。ダンサー群とアスリート群に分け、

ダンサー群 20名、アスリート群88名の計 108

名。 

２） 調査方法：アンケート調査。内容はストレッ

サー調査、PTG 調査で構成される。ストレッ

サー調査の内容はストレッサー尺度と、競技

生活中の主なストレス要因を答える自由記

述回答である。PTG 調査ではまず一番ストレ

スを感じた大会を選択してもらい、その後、

煙山・尾崎（2015）のスポーツ選手用ストレ

ス関連成長尺度、成長を実感した出来事と成

長の契機となったと思う出来事を訪ねる自

由記述回答が続く。 

３） 分析方法：2 つの尺度は t 検定、自由記述回

答はアフターコーディングで分析した。 

 

３． 結果と考察 

１）  創作ダンスを行う大学生ダンサーには PTG

が起こることが明らかになった。 

２）  ダンサー群の PTGの特徴としてチームメイ

トからのストレスを強く受けている分、チー

ムメイトの理解・共感力の成長が特に感じら

れることがわかった。さらに成長の実感と契

機において話し合いの場への言及が多くみ

られたことから、この成長は主に話し合いの

場で起こっていると考えられる。 

３）  ダンサーは競技に対する態度で成長を感

じにくいことも明らかとなったが、これは創

作ダンスの評価や方法の曖昧さ（宮本、2005）

に起因すると考えられる。 

４）  大学生アスリート・ダンサーの PTGの共通

の特徴として、意欲が契機となることが明ら

かになった。これは他の PTG研究分野ではみ

られない結果である。 

 

４． 結論 

 本研究を通して創作ダンスを行う大学生ダンサー

の PTGの特徴として、チームメイトの理解・共感で

の成長が感じられやすく、成長は主に話し合いの場

で起こることがわかった。また競技に対する態度の

変容において成長が感じられにくいことも特徴であ

った。これらは創作ダンスの評価や方法の曖昧さに

起因することが明らかになった。更に、「意欲」が

PTG の契機となる事がわかった。今後 PTG 介入研究

で有用性を確認し、ストレスを成長へと変える一助

となる事を期待する。 
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